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ABSTRACf 

日本と韓国の企業メセナ活動は、 1990年代か

ら企業の社会的武任の一環として注目されてき

た。特に、日本では、世界的な不景気や東日本大

震災による雌しい経済状況にもかかわらず、持続

的かっ長期的なメセナ活動に取り組んでいる。そ

こで、本稿では、日本の企業メセナとして障害者

文化・芸術活動を支援している事例に焦点をあて

て分析した。その結果に基づいて、今後、韓国の

企業メセナによる附害者文化・芸術活動を活性化

させるためには、 1)陣容者文{じ・芸術活動支躍

に閲した情報交流、 2)陣留の特性を考臨した長

則的支援、 3)陣容者・と槌常者が直接的に触れ合

う機会挺供、 4)陣富者の芸術活動が経済的自立

につながるような支揮が必要であると提案した。

1.問題と目的

ユネスコ (UNESCQ)の世界文化報告書 (World

Culturc Rcporl)によれば、「文化は国民の基本的

権利として認識すべきであり、政治的、経済的な

発展のためには国民の文化的権利を保障すべきで

ある』と明示し、すべての同民に対する文化・芸

術活動の保障を強調している。また、文化・芸術

活動は個人の創造力を向上させるだけではなく、

創造的な経済活動の源泉であって、持続的な経済

発展や国際協力の円滑力の基盤となり、 l!il力を向

めるものであるといえる(文化庁， 2014;韓国文

化体育観光部， 2013)。特に、陣当者の文化・芸

術活動を支援することは、障害者の側性や才能を

いかしながら、陣害者の社会的自立と純情的自立

を果たすことができるため、制祉経済的な制点か

ら非常に意義がある。

障害者を合むすべての国民の文化的柿利を保障

するために、多〈の闘では文化・芸術活動に対し

て公的支援を行っている。KIMら(2012)は、文化・

芸術分野への公的支援は、締凶の文化・芸術の水

準向上やインフラ構築に大きな役捌を*たしたと

示した。しかし、文化・芸術におけるニーズがm
加しつつあり、公的支援のみでは対応することが

難しくなったため、民間部門の前極的な参加とし

て企業メセナ (Mccenal)l)の役割lが大きくなった

と主張した。

日本の企業メセナ活動による文化・芸術支媛

は、 1990年代に企業の社会的責任が強〈問われ

-研究資任者rCorrcspondance;綿日完 hancw917@gmail.com
U 企業メセナ (Meccnal)とは、企業の社会貢献の一環として音楽、美術、演劇、舞踊、建築、映像、文学などの多
餓な芸術文化支綬を怠除する(公後社団法人企業メセナ協議会.公益社同法人総凶メセナ協会}。
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るようになり、その一部として注目され、梢樹的

に参加する企業が増加するようになった(伊藤，

2000;古賀， 2005)。特に、公誌社団法人余業メ

セナ協議会の r2012年度メセナ活動実態調査」

によれば、 2011年の東日本大震災による厳しい

経済状況にもかかわらず、メセナ実施率や平均活

動費総額が堅調であったことから、活動を継続し

てきた企業の取り組みが社会に深〈定着している

ことが分かる。そのなかで、障害者の文化・芸術

活動に閲しては、NPO法人エイプル・アート・ジャ

パンと協力しながら、障害者の芸術家や文化活動

を支慢するための多様なイベントを持続的かつ長

期的に行う企業が増加しつつある。

鶴岡でも、 1994年「韓国メセナ協会J が設立

され、メセナ活動に積極的に参加する企業がmえ

てきた。しかしながら、世界的な金融危機の膨

響を大きく受け、 2008年と 2011年にはメセナ

活動に参加する企業の数やその活動胞闘が縮小さ

れ、持続的かつ長期的な支援基盤が十分鞍えてい

ないと指摘されている (KIMら， 2012;韓凶メセ

ナ協議会， 2011)。そのため、障害者の文化・芸

術活動を支援する事例も少なく、持続的な支担活

動を行う企業はほとんど見当たらない状況であ

る。

そこで、本研究では、世界的な不鋭気や東日本

大震災による厳しい経済状況にもかかわらず、持

続的かっ長期的なメセナ活動を行っている日本企

業に着目した。特に、メセナとして障害者文化・

芸術活動を支握するための取り組みに熊点を当て

て、日本と韓国の事例を分析し、今後、純白|の企

業メセナによる障害者文化・芸術活動を活性化さ

せるための具体的な課題を提案することを目的と

する。

11.方法

本研究では、日本の企業メセナ活動として附害

者文化・芸術活動を支援するための取組Iこ1札点を

あてて、公益社団法人企業メセナ協議会による「メ

セナアワード」受賞企業のうち、障害者の文化活

動や障害者芸術家を支援する事例を分析した。そ

のうえ、日本の事例が韓国に示唆する点について

考察しながら、企業メセナを過して輔|到の附~If省

文化・芸術活動を活性化させるための具体的な課

題を提案する。

111.日本の企業メセナと障害者文化・芸術活動支援

1.企業メセナ活動の状況

2013年度「メセナ活動実態調査」によれば、

調査に回答した 530祉のうち、メセナ活動を実

施した企業は 397社であり、活動件数は 3，124

件である。また、企業だけではなく、財団を合め

てメセナ活動実態を調査した結果、メセナ活動費

総額は、 811億 3，875万円であり、前回の調査

に比べて93憶4，848万円糟加したことが分かる。

図 lは、メセナ実施率や平均活動費総額の推移

を示したものであり、図 2は、継続してメセナ

活動に取り組んでいる企業の割合を示したもので

ある。この岡 1と2から分かるように、 2011年

東日本大震災の影響にも関わらず、メセナ実施率

はI曽加傾向をみせており、 10.iF以上メセナ活動

に参加している企業の割合が高〈なっていること
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111~処:公益社団法人企業メセナ協議会2013~r" 1I: r メセナ活
!l!IJ実態調査J、2010{f-度「メセナ活動実態調査J参照

関1メセナ実施率と平均活動資総額の雛移

出典:公益社団法人企業メセナ協議会2013年度「メセナ
活動実態調資J

悶2 メセナ事業の件数と実施年数
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から、活動を継続してきた企業の取り組みが社会

に深〈定着しているといえる。

メセナ活動を行う目的{理由}としては、『芸術・

文化支援のために」が44.5%と最も多い割合を

示しており、統いて「社会地域貢献の一環のため

lこJが36.7%であった。また、「社業の一環閲連

活動のためにJ が 18.8%となっていた。このこ

とから、日本の多くの企業では、企業経営的な観

点よりは、 il:会福祉の観点から芸術・文化の発展

を念頭においてメセナ活動に取り組んでいること

が分かる(凶 3参照)。

社1ftのー讃

ために

(18.8%) 

(n0530) 

111典:公縫社同法人企業メセナ協議会2013Iflurメセナ
活動実態調査Jを参照

院13 メセナ参h日の目的(臼本)

2.企業メセナとしての障害者文化・芸情活動支

援の状況一事例分析を中心に一

公益社団法人企業メセナ協議会では、 1991年

から毎年「メセナアワード」を実施しており、全

国の企業や企業財団を対象として優れたメセナ活

動を行っている企業を表彰している。 2013ij!ま

でに表彰された企業及び企業財団の数は 179件

であった。

ここでは、陣容者文化活動及び障害者芸術家を

文摂することによって「メセナアワーrJを受賞

したケースを分析対象とした。また、「メセナア

ワード』は受賞してないが、長期的に障害者文化・

芸術活動を支援している企業の事例を合めて、企

業メセナとしての障害者文化・芸術活動支援の状

況を分析した。

1)事例 1:三菱地所株式会社「陣がいのある

子どもたちの絵師コンクールーキラキラっと

アートコンクールー」

三菱地所株式会社では、メセナ活動の一環とし

て障害のある子どもたちの絵i困コンクール「キラ

キラっとアートコンクールJ を実施しておりjメ

セナアワード 2013Jで特別賞文化庁長官抗.を受

賞'した。

キラキラっとアートコンクールは、 2002年よ

り、社会福祉法人東京コロニーと協力しながら、

毎年開催されている。コンクールに参加できる対

象者は、陣当者のある 18歳以下の子供であり、

優秀賞作品だけではなく、応募された全作品を三

キラキラっとアートコンクールホームページ上に

公開している。また、優秀賞受賞作品は全国を対

象として作品脱会を開催し、展示するとともに表

彰している(聞の。

特に、ホームページ上に公開されている作品は、

企業や団体の希望によってH骨子やカレンダーなど

で使用できるように管理しているところに注目す

べてきある。附害者の社会参加だけではなく、芸

術家または作家として働く機会を提供し、経済的

自立につながるように支援しているからである。

-優~賞作品を含めて.金応a作品告、キラキラっとアート
コンヲールホームベージ止に公開

・企寂や固体の申簡をうけ.ホームページ止に公開されて
いる作a在使用で曹るように管理・量1ft

『暗部F

E圃圏1'11同嗣開男賞m…作

『瞳躍LレF 

E圏l，sB..n5!IUfの蹄式奮闘也

出典:キラキラっとアートコンクールホームページ
(http://kira-artjp/about.html) 

悶4キラキラっとアートコンクール事業のながれ

2014年行われた第 13問キラキラっとアート

コンクールに応募された作品は、 1，835件であ

り、優秀作品として 50作品が決定された。過去

5年間、応募作品数は 1.000件を大幅超えており、

優秀作晶表彰のために、例年 500名を越える三

菱地所グループの社員が表彰式に参加し投摂して

いる。
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出lII!:キラキラっとアートコンクールホームページ
(http://kira-artJp/about.html) 

凶5キラキラっとアートコンクールIi.;掠作Jslzの推移

2)事例 2:近般労働金'1)1 rエイプル・アート近

畿 ひと・アート・まちJ

近畿労働金庫では、メセナ活動の一部として陣

書者の芸術活動を支援するために、 2000年より

「エイプル・アート近畿 ひと・アート・まち」

プロジェクトを実施しており、 2006{ドには「メ

セナアワード 2006Jの文化庁長官貨を受1'1'した 3

「エイプル・アート近畿 ひと・アート・まち」

は、「ろうさん市民社会J.1献基金」を活用して実

施しており、財団法人たんぽぽの家と協働して、

開催地の協力者とともに附古者の作品展示や演奏

パフォーマンス、ワークショップなどを開催して

いる。 2000年から 2013年まで、京都、和歌山、

滋賀、兵'.Il、看守良、大阪で計 14回の展示会を開

催 L 、 I~示された作品は近畿労働金I!JIから運営し

ているエイプル・アート WEBギャラリーに公開

している。

特に、「エイプル・アート近畿 ひと・アート・

まち」の'H業のうち、 H:日すべきところは、展

示会や展覧会の他に、附;tE高・の芸術活動や文化活

動を支慣するためのワークショップやプロジェク

トである。 20日年には、「ココカラート・京都」

プロジェクトを実施し、京都府内の耐祉施設や

NPO団体、地域主民が参加する機会を提供した

り、障害指・と{健常者アーテイストの:Jtliij作業の機

会を提供している。このニとから、「エイプル・アー

ト近畿 ひと・アート・まち」事業は、単なる作

品展示て・はなく、芸術活動を過して附;作者と健常

者が触れ合う機会を促供し、持続的Iこ附宵者-のH

会参加lを促進しているといえる。

表1rエイプル・アート近俄 ひと・アート・まち」
の展示会以外の事業

開催年度 'Ir業内容

「エイプル・アート・リンク一人と

人のあいだ一」

2006 il' 蹄がいのある人とアーテイストがぺ

アになって、新しい関係と作品をつ

くるプロジェクトである。

「エイプル・アート・リンク 2007J

2007 {ド
附がいのある人とアーテイストがぺ

アになって、析しい関係と作品をつ

くるプロジェクトである。

『ココカラート・京都」

京都府内で活動する福祉施設など

が、それぞれの得意分野を生かし

2013 il: 
てワークショップやプロジェクトを

行うイベントである。障がpのある

人もない人も、子供も大人も参加し

て作品を過して表現する1坊を促供す

る3

出1Jt!:エイプル・アートWEBギャラリー
(hltp://www.rokin.or.jp/arl/) 

3)事例:i: ~-:菱 UPJ フィナンシャル・グループ

アコム 「“みる"コンサート物Jii』

アコム株式会社では、メセナ活動として 1994

年より、何年各地で「“みる"コンサート物語」

を開催している。毎年 10間以上のコンサートを

実施する他にも、 2010{I:からは新しい試みとし

て、教育同体や福祉施，没から構成された「福祉の

広場」実行委員会とのJtf!li公演を聞備するなど、

活発的な活動を行っている。

「“みる"コンサート物J百」の運営特徴は、障

;iEがある者でも文化活動に参加できるように、「影

絵Jrtf:i肉必Jr語り Jr r.it5Jを組み合わせたバ

リアフリーコンサートを実施することである。ま

た、白t週常による手作りコンサートであるため、

アコムの社nや各地域の市民ボランティアが協力

して運13されることが大きな特徴である(図 6参

!~i )0 

アコム“みる"コンサート物語ホームページに

公開されている公演実制からみると、 1994年か

ら2014il'まで計47~，!で 190 回のコンサートが

開催された。 1996~には、国内だけではなく、
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中国でも 21m開催された。

手信通訳

.)に宇田手昆サークルq)也
力奇問て.鶴田コシザーかは
平U通lR暑とゆλれている.

'RH聖曾による'づ〈りヨシ
ψートでめるた酌.軍内有Il:"
すベてボランティアに也力して
ιもう.

車いす..の充実

-ス."ージ前の鹿眼目純手
とりはずし.畝いす$悶l'It昏
maしている.

':1ンザート由パンフレットやオ
リジナルグッ，;c!f入れる何量".
目的閣官相鉱労茸111:シ，ー
で自却しτιらう.

図6“みる"コンサート物語の迎営特徴

IV. 韓国の企業メセナと障害者文化・芸術

活動支援

l企業メセナ活動の状況

2013年の帥国メセナ協会調査によれば、 2013

年には計 114社の企業で 1.109件のメセナ活動

が行われた。また、企業メセナ活動費の総額は、

1，664億 7，200万ウォンと集計され、平均メセ

ナ活動費は 14 億 6.000 万ウォンであった。 1~17

からも分かるように、 2011年以降に世界的な金

融危機の影稗をうけ、年々メセナ活動企業の悌l合
が減少傾向にある。一方、企業当たり平均活動費

は、 20日 il;以降から徐々に回復し、 2013年に

は 14億 6，00万円と1払汁された。

l百万ウォン} (%1 
2.飢)() 40.0 

1.5∞令 巨当日戸F 『、、-'ー i 30.0 

1.000 ・ tぉヘ] 1へ手)f:J E怒:f.t1 長続 1 . 200 

soo l f町場I I変説1 bD:id ド社長DJ . 10.0 

。守
0.0 

2010年 2011年 2012年 2013年

国平均活動鍵t草創i百万ウォン，...活動比率(%1

tII典:韓国メセナ協会r2013Annual ReporlJ 
凶7 韓国企業のメセナ活動比率と平均活動拠総
制の推移

メセナ活動を行う目的としては、「社会地域貢

献の一環のために」が34.8%と恥も多い割合を

占めており、統V)て「企業のイメージ向上のため

lこ」が26.2%と多くなっていた。一方、「芸術・

文化系の発民のためにJは22.5%となっている

ことから、綿11i1における多くの企業では、主に企

業経常戦略の一環としてメセナ活動に参加してい

ることが分かる(岡 8参照)。

その他
役会地調理貢

献の一環の
ために

34.8%) 

企!Itイメ一
向上のた
めに

(26.2%) 

III~~:韓国メセナ協会r2013 Annual RepOrlJ 
図8 メセナ参加の目的(韓|五))

2.企業メセナとしての障害者文化・芸術支援の

状況

隣国メセナ協会では、 1999年から毎年「メセ

ナ大会」を実施し、優れたメセナ活動を行って

いる全国の企業に対して表彰している。 1999年

から 2014年までに表彰された企業の数は 93U

であり、そのうち、障害者文化や芸術活動を支値

することによって受賞された企業は、 l件のみで

あった。

ここでは、企業メセナによる障害者文化・芸術

活動支援の状況を分析するために、附当者文化活

動及び障害者芸術家を支援することによって「メ

セナ大会」で受賞した r(除)Samlip-ハートハー

トウインドオーケストラー」の事例を分析対象と

した。また、メセナとして障害者文化・芸術活動

を支援している代表的な事例も合めて分析した。

1)事例 1: (株)Samlip-ハートハートウインド

オーケストラー

(株 )Samlipによる「ハートハートウインドオー

ケストラ」支援事業は、 2008年の「メセナ大会」

にて ART&BUSINESS貨を受賞し、附害者の文

化・芸術活動を支援する企業メセナ活動の代表的

な引例として制介されている。
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「ハートハートウインドオーケストラ」は、発

達~苫児のみで構成されているオーケストラ団体

であり、社会制祉法人ハートハート財同により迎

営されている。

(株 )Samlipでは、発述附害児が音楽的な才能

をいかしながら、芸術活動に参加できるように支

揖するメセナ事業として HappyConcerlを開催

しており、その一・環として、 2007年から 2009

年まで計 3回の「ハートハートウインドオーケス

トラ」コンサートを開催した。「ハートハートウイ

ンドオーケストラ」が参加した HappyConcert 

は、開害者の文化・芸術活動を支援する事業だけ

ではなく、障害者に対する社会的認識の改善にも

肯定的な影響を与えた事業としても好評されてい

る。さらに、 HappyConccrlは、(株 )Samlipの

社日のボランティアにより行われたため、障害者・

に対する社員の認識改善にも影響を与えたといえ

る(凶 9)。

しかしながら、発達障害児の音楽的な才能を生

かすためには、発達障害の特性を考I越しいて長期

間にわたる支援が必要であり、今後、障害者の文

化・芸術活動を活性化させるためには持続可能な

支慢と管理プロジェクトが必要であるといえる。

."ンザート聞er"lII~置向日
I!t'すべて祉凪ポラン'f<7'に
由1)1.てもらう.

e加費1:個軍事

.1Il‘U'''6慣で"れtt.だ
れでも踊置でeるように鯛"
で掴飢す晶.

11.支紐

....P町 c.... ペが".(1.1:
睦位も.鎌田岡入'SI!由閥

的宜掴!Ii~.

lヌ19(徐)Samlipの「ハートハートウインドオーケ
ストラ」支援事業の特徴

2)事例 2:緯凶シティ銀行 (Citybank) r 1 + 1労

他共同寄付プログラムによる倒作スタジオ支担J

韓国シティ鋭行では、 2011年より rl+ 1労
使共同寄付プログラム」を実施しており、低所得

者や社会的弱者を支援するための寄付を行ってい

る。 q+ 1労使共同寄付プログラム」とは、毎

月労働者側と企業側で各 10，000ウォン(約 1，000

円)を寄付し、!uまった寄付金で多掠な社会貢献

活動を行うプロジェクトである。韓同シティ銀行

によれば、現在 rl+ 1労使共同寄付プログラム」

に参加した社員は 1，630名と集計され、約4億

ウォン(約 4，400万円)を寄付した。

rl + 1労使共同海付プログラム」一環として、

20日年には、障害者芸術家の活動支援のために

創作スタジオに対して 4500万ウォン(約 500万

円)寄付するとともに、創作スタジオ改善のため

に社員がボランティアとして直接参加した。さら

に、単なる寄付支援で留まらず、今後とも創作ス

タジオの陣害者芸術家の活動を支援するために定

期的なボランティア活動を行う予定である。

一方、韓国シティ銀行だけではなく、韓凶の多

くの大企業では障担者の文化・芸術活動を支援す

るために得付金で支慢する事例がほとんどであ

り、日本に比べて短期的な支慢に偏っている特徴

がみられる。

3)事例 3: Social Enterprise DESIGN MY  LOVE 

一陣泊者芸術家の活動支援事業一

社会的企業である DESIGNMY  LOVEは、

2005年に設立され、蹄害者芸術家のマネジメン

ト事業を行っている。障害者が芸術家として活動

できるような機会を提供するために、主に陣害者

芸術団体と契約を結び、コンサートやイベントを

開催している。また、 2012年からは、障害者芸

術者の作品を活用してガイドプックやパンフレツ

トなどを製作・納品することによって、芸術家と

して働く機会を提供している。さらに、 2013年

からは、ショーピングモールを迎営・管埋してお

り、月刊誌 rへンポクナヌン(噂号斗~ )Jを創

刊するなど、障害者芸術家の社会的参加と経済的

自立支援に積額的に取り組んでいる(図 10)。

出典:SocialEnlcrprisc DESIGN MY LOVEホームページ
hl1 p:/ /www.designmylove.com/index.php 

関10DESIGN MY LOVEによる障者者芸術家の育成事業
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社会的企業 DESIGNMY LOVEによる附害者

芸術家の支慣は、企業メセナの一環として行われ

ている事業ではないが、 2005年から長期間にわ

たって陣容者芸術活動を支援しており、音楽や美

術分野の芸術家だけではなく、文学を合む多様な

分野の芸術家をマネジメントしているため、この

取り組みは、今後企業メセナとして障害者文化・

芸術活動支援を促進していくために参考する必要

があるといえる。

V.考察

本研究の目的は、帥国の企業メセナによる陣害

者文化・芸術活動を活性化させるための具体的な

課題について提案することである。そのため、持

に世界的な不景気や東日本大鹿災などによる厳し

い経帯状況にもかかわらず、持続的かつ長期的な

メセナ活動を行っている日本の企業メセナ活動に

着目し、日本と韓国における企業メセナの全般的

な状況を分析した。その結果、日本の企業のうち、

メセナを実施している企業の割合は年々糟加傾し

ており、 10年以上メセナ活動に参加している企

業の割合が向くなっていた。このことから、活動

を継続してきた企業の取り組みが社会に深く定着

しているといえる。一方、韓国では、 2011年以

降に世界的な金融危機の影響を大きくうけ、メセ

ナ活動に参加する企業の割合が年々減少している

ことが分かった。また、韓国の場合、継続して活

動している企業の割合を示す統計的なデータがな

いため、メセナ活動に取り組んでいる企業の事例

からみると、 3年未満の短期1mで行われる事業が

多くなっており、日本に比べて企業のメセナ活動

の定着が進んでいないと考えられる。しかし近

年は企業の社会的責任が強<1mわれる時期であ

り、実際に社会地域への貢献を目的としてメセナ

に参加する企業が多いことから、今後社会的責任

の観点からメセナに取り組む企業が増えてくると

いえる{グローピズ経営大学院， 2010)。

次に、日本と韓国の企業メセナによる附害者文

化・芸術活動の支援事例を分析した結果に基づい

て、韓国の障害者文化・芸術活動を活性化させる

ための今後の課題を以下のように提案した。

第 lに、企業メセナによる附害者文化・芸術活

動支援に閲した情報交流の機会を設ける必要があ

る。例えば、日本では、近畿労働金庫の「エイプ

ル・アート近畿 ひと・アート・まち」事業を含

む多くの企業で、陣害者芸術家の展示会や展覧会

だけではなく、ワークショップなどを聞雌するこ

とによって、障害者文化・芸術活動支担の成果や

事業運岱に関するノウハウ、情報などを交流でき

る機会を提供し、附害者文化・芸術活動の定着と

発展のために努力している。一方、韓国の企業の

場合、陣害者文化・芸術活動を支援する企業が少

なしさらに、メセナ事業の一環として障害者文

化・芸術活動支援に閲した情報交流ができる機会

を提供している企業はほとんどない。今後、韓国

の企業メセナを過して障害者文化・芸術活動を活

性化させるためには、情報交換会の閲儲等により

交流の機会を提供するなど、障害者文化・芸術活

動を促進させることができる環境づくりが必要で

あろう。

第2に、障害の特性を考慮し、長期間にわたっ

て支援可能なプログラムを実施する必要がある。

障害者文化・芸術活動を活性化のためには、障害

特性を考崩して長期的に支援していく必要がある

にもかかわらず、韓国の事例からみると、寄付金

による短期的な支慢に偏っている特徴がみられ

る。一方、アコムの「“みる"コンサート物語」

や近畿労働金庫の「エイプル・アート近畿 ひと・

アート・まち」、三菱地所株式会社『キラキラっ

とアートコンクール」など事業は、 5年以上の長

期間にわたって行われており、事業による実績や

成果についても持続的に報告するなど、附害者文

化・芸術活動の活性化のために努力している。こ

のような事例に基づいて、今後陣害者文化・芸術

活動を継続して支担可能な新たな取り組みが必要

である。

第3に、文化・芸術活動を過して、障害者と飽

常者が直接的に触れ合う機会を提供する必要であ

る。例えば、アコムの「“みる"コンサート物語」

では、他常者と陣苫者が同時に楽しむコンサート

を実施している。また、アコムの社員がボランティ

アとして参加し、陣害者を案内するなど、直接触

れ合う機会を提供している。近畿労働金仰の「エ

イプル・アート近畿 ひと・アート・まちJでは、

障害者アーテイストと健常者アーテイストがコラ
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ポレーションする機会を提供し、文化・芸術活動

を通して、障害者と健常者が直接的に触れ合うよ

うな事業を行っている。このような引業を長期間

にわたって実施することは、障害及び障害者に対

する認識改善につながり、間害者文化・芸術活動

の定着と活性化にも肯定的な影響をり・えるといえ

る。

第 4に、障害者・の芸術活動が経済的自立につな

がるような支援が必要である。才能のある陣計者

アーテイストが芸術活動を統けて ~l くために、経

済的な I~I 立は非常・に重要な，M題である。しかし、

韓国では企業メセナ活動の・聞として陣害者の芸

術活動が経済的自立につながるような支援がほと

んど見当たらない状況である。一方、 t述したよ

うに、社会的企業である DESIGNMY  LOVEでは、

2005年から長期間にわたって障害者芸術活動を

マネジメントしており、定則的に刊行物を発行し、

障害者芸術者の作品を活則してガイドプックやパ

ンフレットなどを製作・納品することによって、

芸術家として働く機会を拠供している。 DESICiN

MY  LOVEで行っている陣持者芸術家の経済的支

援の仕組みは、今後企業メセナとして附害者文化・

芸術活動を支損する際に考l担される必要があるだ

ろう。
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